
平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．施策の概要　【ＰＬＡＮ】

３．施策の成果を把握していくための指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

４．施策を進めるに当たって要する（した）経費　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 （単位：千円）

５．施策の成果　【ＣＨＥＣＫ】

６．今後の施策の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡大 □ ２．改善継続 □ ３．維持継続 □ ４．縮小廃止

施策評価シート
施策ｺｰﾄﾞ 3302

施策名 防犯・交通安全対策の充実 所属名 総務部防災調整監　危機管理課

現状と課題

○近年、犯罪件数は、おおむね減少傾向にありますが、凶悪犯罪は後を絶たず、犯罪の抑止には社会の規範意識 
のさらなる向上が求められています。 
○犯罪に対する啓発、防犯設備の設置など、防犯体制整備等の一層の推進が必要です。 
○本市は、「交通安全都市宣言（昭和３７年）」、「飲酒運転追放都市宣言（昭和４７年）」、「暴走族追放都 
市宣言（昭和５６年）」を行い、市民とともに交通安全の取組みを推進しています。 
○交通事故死亡者数及び交通事故件数は、全体として減少傾向にありますが、交通事故死亡者に占める高齢者の 
割合は上昇しています。 
○引き続き、高齢者の交通安全意識の一層の向上を図るとともに、子どもや障がいのある人も含めた交通弱者を 
交通事故から守る取組みを進める必要があります。

めざす方向

警察、国、県等関係機関との連携を強化しながら、地域における防犯体制の構築と交通安全活動の推進による、 
安全・安心なまちをめざします。

達成するため
の対策・手段

①自主防犯活動団体の支援 
②地域や家庭での交通安全活動の促進 
③交通安全施設の整備

総
合
計
画

の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る

平成25年度 平成26年度 平成27年度

成
果
指
標

1

犯罪件数

件

目標 2100 2100

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度

目標達成率 84% 71% 79% 71%

2100 2100 2100

実績 1773 1494 1649 1491 0

（指標の説明）
市内の刑法犯認知件数。基準値は、平成１７年から２１年の平均件数。

2

交通事故発生件数

件

目標 732 724 716 708

目標達成率 85% 75% 65% 64%

700

実績 624 545 466 454 0

（指標の説明）
市内で発生した交通事故件数。（基準値は平成２１年）

　

目標 0 0 0 0

目標達成率

0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

3

　

施策の成果
（成果が上がっているか、政策の目

標実現に貢献しているか）

　安全で安心なまちづくりの推進に向け、今年度も、犯罪防止に向けた啓発活動・情報の発信（広報誌の発行や街頭指導）や警察等関係機関との連携（連絡
会議等）、各地域の自主防犯活動団体の育成や指導に向けた取り組みを押し進めました。地域社会の規範意識の向上にその役割を担ってきました。

方向性
担当部長評価コメント
（部としての施策の方向性）

※市民等との協働の推進、行財政改
革の推進の視点を踏まえて記載

　関係機関と連携しながら、防犯体制の充実、巧妙化する詐欺や犯罪から身を守る啓発、交通安全活動の推進による「身近なくらしの安全を守る」取り組み
の推進に努めます。

決算額 64,402 57,042 78,882 99,195 0



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

自主防犯活動団体相互及び警察等関係機関の連携強化を目的とした会議の回数　２３年度のみ３警察署管内合同

自主防犯活動団体の活動等の情報共有を目的に発行する広報紙の発行回数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001457 重点事業区分 －

事務事業名 安全安心まちづくり推進事業 所属名 総務部防災調整監　危機管理課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る 鳥取市安全で安心なまちづくり推
進条例

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト（任意）

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

鳥取市の安全で安心なまちづくり（防犯）

意図
（どのような状態
にするために）

市民との協働により、市民が安全で安心して暮らせる犯罪のないまちとすることを目的とする。

手段
（どうするのか）

防犯担当職員を配置し、各地区防犯協議会との連絡調整や支援、自主防犯活動団体の活動支援、防犯講座の開催 
、自主防犯活動団体ネットワーク会議の開催等を行い、市民自らが行う防犯活動の支援や防犯意識の啓発を図る 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 安全安心まちづくり推進事業費 予算事業コード 01-02-01-11-23-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

・防犯ボランティアリ 
ーダーの養成　・防犯 
講習会への講師派遣　 
・防犯ビデオの貸し出 
し　・広報紙発行　・ 
自主防犯活動団体ネッ 
トワーク会議開催

・防犯ボランティアリ 
ーダーの養成　・防犯 
講習会への講師派遣　 
・防犯ビデオの貸し出 
し　・広報紙発行　・ 
自主防犯活動団体ネッ 
トワーク会議開催

・防犯ボランティアリ 
ーダーの養成　・防犯 
講習会への講師派遣　 
・防犯ビデオの貸し出 
し　・広報紙発行　・ 
自主防犯活動団体ネッ 
トワーク会議開催

・防犯ボランティアリ 
ーダーの養成　・防犯 
講習会への講師派遣　 
・防犯ビデオの貸し出 
し　・広報紙発行　・ 
自主防犯活動団体ネッ 
トワーク会議開催

・防犯ボランティアリ 
ーダーの養成　・防犯 
講習会への講師派遣　 
・防犯ビデオの貸し出 
し　・広報紙発行　・ 
自主防犯活動団体ネッ 
トワーク会議開催

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

・広報紙発行１０回 
・自主防犯活動団体ネ 
ットワーク会議３地区 
合同開催 

・広報紙発行１２回 ・広報紙発行１２回 ・広報紙発行１６回 
・自主防犯活動団体ネ 
ットワーク会議（各署 
管内ごと）

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 1,972 1,900 1,903 1,897 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 4,431 4,273 4,262 4,279 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 2,459 2,373 2,359 2,382 0

0 0

一般財源 1,972 1,900 1,903 1,897 0

0.10 0.00

嘱託職員 1.00 1.00 1.00 1.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

自主防犯活動団体ネットワーク会議

回
目標 1 1 1

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

1 1

実績 1 0 0 1 0

平成26年度 平成27年度

12 12

実績 10 12 12 16 0

（指標の説明）
安全安心だよりの発行

回
目標 6 6 6

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】危機対策係 0857-20-3127 
 
【９次総の施策体系】3302 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　近年の少子高齢化、都市化の進展等の社会環境の変化が犯罪に対する防止機能を低下さ 
せることから、本市では、平成１８年に市並びに市民等の犯罪防止について果たす責務等 
を定めた「鳥取市安全で安心なまちづくり推進条例」を制定した。関係機関との連携を強 
化し、市民との協働による安全で安心なまちづくりを推進する。 
 
【事業の成果】 
◇自主防犯活動団体や警察との情報交換、街頭啓発や防犯フォーラムへの協力等を通じ、 
関係団体相互の連携を深め、地域の実情に応じた安全で安心なまちづくりを推進する。 
◇危機管理課に防犯担当者を配置し、各地区防犯協議会の連絡調整及び支援を実施。 
　・防犯ビデオの貸し出し 
　・各種啓発活動（広報紙発行１６回）の実施 
　・安全で安心なまちづくりネットワーク会議の開催（情報交換及び共有） 
 
【今後の課題・方向性】 
　本市における犯罪の発生件数は概ね減少傾向にあるが、この傾向を維持するため、防犯 
に関する取り組みを継続する。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
自主防犯活動団体ネットワーク会議

100% 100%

2
安全安心だよりの発行

167% 167% 200% 133%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
市民が安心安全に暮らせるように、行政の責務として防犯体制の確立、住
民の防犯意識の高揚を図る。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
犯罪の発生件数は概ね減少傾向にある。引き続き防犯活動に取り組む。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
安全で安心なまちづくりネットワークを利用し、引き続き犯罪の防止に取り組
む。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
安全で安心なまちづくりネットワークを各地域に広げていくことで、防犯意識
の高揚を図る。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

本市における犯罪の発生件数は概ね減少傾向にあるが、この傾向を維持するため、防犯に関する取り組みを継続する。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全に関する広報、研修、訪問事業の実施回数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001452 重点事業区分 －

事務事業名 交通安全活動促進事業（交通安全対策） 所属名 企画推進部　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 平成23年度　～　全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る 鳥取市交通安全計画　鳥取市交通
安全指導員設置規則

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト（任意）

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全対策の向上と市民の交通安全思想の高揚を図り、市内で発生する交通事故の件数を減らし、誰もが安心 
して暮らせるまちづくりを推進する。

手段
（どうするのか）

自動車や自転車の利用者、歩行者など、それぞれの立場に立った交通安全に関する啓発活動を実施する。 
特に、高齢者が関係する交通事故が増加していることから、高齢者宅等を訪問し、交通安全の声かけや反射材の 
着用を呼び掛ける。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 交通安全対策費（協働推進） 予算事業コード 01-02-01-09-02-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

交通安全運動の実施（ 
４期） 
交通死亡事故多発警報 
発令に伴う広報検問（ 
２回） 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
（新規２名） 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施

交通安全運動の実施（ 
４期） 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
（新規６名） 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施 
通学路安全点検の実施 
（市内３９６ヵ所）

交通安全運動の実施（ 
４期） 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
（新規１７名） 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施 
通学路安全点検の実施 
（市内１２５ヵ所）

交通安全運動の実施（ 
４期） 
交通安全大会の実施 
交通安全指導員の任命 
（新規５名） 
高齢者交通安全教育訪 
問の実施 
通学路安全点検の実施 
（市内９７ヵ所）

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 10,118 7,868 8,290 7,168 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 12,367 10,096 10,476 9,425 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 211 226 219

人件費　Ｂ 2,249 2,228 2,186 2,257 0

361 0

一般財源 9,907 7,642 8,071 6,807 0

0.30 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.30 0.30 0.30

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

広報活動等実施回数

回
目標 278 281 270

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

270 270

実績 264 265 272 263 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【９次総の施策体系】3302 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　総合計画策定に合わせ交通安全計画を制定するとともに、交通安全対策協議会等機関と 
連携し交通安全対策の推進に努めている。 
 
【事業の成果】 
　　１．各種交通安全関連機関、団体との連絡調整 
　　２．交通安全指導員の任命　定員：１３０名（実数１２０名） 
　　　　　　　　　　　　　　　任期：平成２５年４月～平成２７年３月（２年間） 
　　３．交通安全運動の実施（年４回） 
　　４．交通安全大会の実施（年１回） 
　　５．啓発、研修、講演会等の実施 
　　６．高齢者交通安全教育訪問事業の実施 
 
【今後の課題・方向性】 
　全国的に高齢者歩行中、自転車乗車中の交通死亡事故が増加しており、より一層市民全 
体の交通安全意識の高揚を図る必要がある。 
　対策としては、高齢者交通安全教育訪問事業（各戸訪問、反射材配布）を計画している 
。自転車利用マナー改善のための街頭指導も実施予定。 
　また、交通安全施設（信号機等）の設置状況の確認、調査、維持管理については、随時 
パトロールを行い、交通事故防止に努める。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
広報活動等実施回数

95% 94% 101% 97%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
交通事故を防止するためには、市民一人一人の交通安全に対する意識を
高めることが必要であると考えるため

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
市内における交通事故件数は、４６６件と前年より７９件減少していること、高
齢者の交通事故件数も平成２３年以降３年連続で９０件程度で推移している
こと、チャイルドシートの使用率の改善が図られる傾向が見て取れるため

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
交通安全運動期間中の活動や交通安全指導員の立哨活動などにより、住
民の交通安全に対する意識の向上が認められるため

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
交通事故を防止するためには、市民一人一人の交通安全に対する意識を
高めることが必要であると考えるため

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

全国的に高齢者の関係する交通事故は増加傾向であり、高齢者交通安全教育訪問事業（各戸訪問、反射材配布）や各地区での交通安全教室
の開催等に取り組む。また、近年鳥取県のチャイルドシート使用率が低調に推移していることを受け、チャイルドシートについては、各保
育園・幼稚園等の協力を得ながら保護者に啓発広報・指導に引き続き取り組む。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

1年間に市内で発生した交通事故の件数

市内保育園・幼稚園の園児たちのチャイルドシート使用の増加件数

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

100 100

実績 0 0 0 250 0

（指標の説明）
チャイルドシート使用率

件
目標 0 0 0

708 700

実績 624 545 466 454 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

交通事故件数

件
目標 732 724 716

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.10 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 750 743 729 752 0

0 0

一般財源 4,533 4,533 4,533 4,363 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 4,533 4,533 4,533 4,363 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 5,283 5,276 5,262 5,115 0

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰 
交通安全保護者の会だ 
より発行

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰 
交通安全保護者の会だ 
より発行

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰 
交通安全保護者の会だ 
より発行

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰 
交通安全保護者の会だ 
より発行

交通安全運動の実施 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰 
交通安全保護者の会だ 
より発行

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

交通安全運動の実施 
（年４回） 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰（個人表彰１１名、 
団体表彰３団体） 
交通安全保護者の会だ 
より発行（５，０００ 
部）

交通安全運動の実施 
（年４回） 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰（個人表彰４名、団 
体表彰６団体） 
交通安全保護者の会だ 
より発行（５，５００ 
部）

交通安全運動の実施 
（年４回） 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労者等の表 
彰（個人表彰３名、団 
体表彰２団体） 
交通安全保護者の会だ 
より発行（６，０００ 
部）

交通安全運動の実施 
（年４回） 
各種啓発活動の実施 
交通安全大会の実施 
交通安全功労票の表彰 
（個人表彰４名、団体 
表彰２団体） 
交通安全保護者の会だ 
より発行（６，０００ 
部）

　

対象
（何を、誰を）

鳥取市交通安全対策協議会

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全対策の向上と市民の交通安全思想の高揚を図り、市内で発生する交通事故の件数を減らす。

手段
（どうするのか）

交通安全対策協議会及び交通安全保護者の会が実施する事業に対し補助金を交付する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取市交通安全対策協議会補助金 予算事業コード 01-02-01-09-05-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市交通安全計画

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト（任意）

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001454 重点事業区分 －

事務事業名 交通安全活動促進事業（交通安全対策協議会） 所属名 企画推進部　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 平成23年度　～　全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

鳥取市内の交通事故発生件数・死者数はともに減少傾向で推移し、合併直後と比較し半数以下となっている。平成２６年度は、全国最低の
チャイルドシート使用率から抜け出したが、依然として全国平均を下回っている。この改善を図るため、各地区会の共通事項として交通安
全運動のなかで取り組んできた。今後も地道な交通安全活動を継続し、市民の交通安全意識の醸成を図る。
鳥取市交通安全保護者の会の事業内容に課題があると考えられるため、精査する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
交通事故を防ぐには、市民一人ひとりの交通安全に対する意識を啓発する
ことが必要である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
交通安全対策協議会・交通安全保護者の会という各種団体を包括する組
織が事業を実施することで、各種団体の力を結集した効果的な活動ができ
ているため

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
補助金で購入した交通安全物品、チラシ等を利用し、効果的な啓発活動を
実施しているが、交通安全保護者の会の活動内容には見直しの余地があ
る。・事業の実施手法は効率的か

・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
交通安全対策協議会、交通安全保護者の会連合協議会のいずれの活動
も、鳥取市全体にその効果が及ぶことを考慮して実施しているため

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
チャイルドシート使用率

250%

3
　

75% 65% 64%

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【９次総の施策体系】3302 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　交通事故の減少、意識の高揚には、地域や関連団体の協力が不可欠であり、それらによ 
り組織される団体を支援するもの。 
 
【事業の成果】 
　（１）鳥取市交通安全対策協議会（合併前の市町村単位で９地区会を組織） 
　　（事業の内容） 
　　　１．交通安全運動の実施（年４回） 
　　　２．多発警報発令時などの各種啓発活動の実施 
　　　３．交通安全大会の開催（年１回） 
　　　４．交通安全功労者・団体表彰　　など 
　（２）鳥取市交通安全保護者の会連合協議会（合併前の市町村単位で７地区会を組織） 
　　（事業の内容） 
　　　１．各地域での交通安全啓発活動 
　　　２．交通安全研修会の実施 
　　　３．保護者の会だよりの発行 
 
【今後の課題・方向性】 
　会議日程の合理化、事務処理の簡略化を進め、活動本体の計画又は実施に使える時間及 
び費用を捻出する。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
交通事故件数

85%



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全指導員回が指導員の資質向上のために実施する年間の研修回数

年４回の交通安全運動期間中の指導員の立哨回数（１人あたり）

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

16 16

実績 0 0 25.5 16 0

（指標の説明）
交通安全運動期間中の立哨回数

回
目標 0 0 16

2 2

実績 2 2 2 2 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

交通安全指導員会研修会数

回
目標 2 2 2

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.20 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.20 0.20 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 1,499 1,485 1,457 1,504 0

0 0

一般財源 1,980 1,980 1,980 1,960 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 1,980 1,980 1,980 1,960 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,479 3,465 3,437 3,464 0

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修　２回

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修　２回

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修　２回

交通安全運動時等の街 
頭広報 
指導員の研修　２回

　

対象
（何を、誰を）

交通安全指導員

意図
（どのような状態
にするために）

道路交通の安全保持及び安全運動の推進を目的に設置されている鳥取市交通安全指導員の資質向上を図り、交通 
安全の推進のための一助とする。

手段
（どうするのか）

交通安全指導員が一体となって活動している鳥取市交通安全指導員会を支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取市交通安全指導員会補助金 予算事業コード 01-02-01-09-05-03

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市交通安全指導員設置規則

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 ソフト（任意）

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001455 重点事業区分 －

事務事業名 交通安全活動促進事業（鳥取市交通安全指導員会補助事業） 所属名 企画推進部　協働推進課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 平成23年度　～　全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

交通安全指導員は、それぞれの地域で、子どもたちを交通事故から守るために通学路での保護･誘導を始め、交通安全運動期間中の広報啓発
活動による協力など、地域の交通安全活動の中心として献身的な活動をしている。今後もより効果的な研修や交通安全活動を実施し、交通
事故防止につなげていく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
交通安全指導員の活動は、地域の交通安全の維持及び向上に必要であ
り、それゆえ各交通安全指導員の資質向上も重要である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
市からの補助金を利用することで、質の高い研修が実施できており、地域の
交通安全の向上につながっている。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
市からの補助金を利用することで、質の高い研修が実施できており、地域の
交通安全の向上につながっている。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
交通安全指導員の活動を支援することで、地域の交通安全が向上し、住民
一般の生活の安全という利益になっている。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
交通安全運動期間中の立哨回数

159% 100%

3
　

100% 100% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】市民活動係 0857-20-3182 
 
【９次総の施策体系】3302 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　交通安全指導員は、道路交通の安全保持及び交通安全運動の推進を図るため、昭和４３ 
年設置。地域において、毎日交通安全指導・啓発を実践し、交通安全思想の普及と交通道 
徳の高揚に努めている。本会は、指導員により結成されたもの。 
　平成２２年度より、各地区会へ交付する補助金の算定基準を（基本（１００，０００円 
）＋会員数（定数）割）とした。 
 
【事業の成果】 
　（事業の内容） 
　　１．交通安全運動時、交通事故多発警報発令時などの街頭広報強化 
　　２．市主催行事等における交通安全指導協力 
　　３．視察研修の実施 
　（事業の実績） 
　　　・児童登校時の交差点交通安全指導 
　　　・花火大会、マラソン等多数の行事への協力（毎年度実施） 
　　　・交通安全関連機器製造会社への視察研修 
 
【今後の課題・方向性】 
　事業内容の見直し、事務処理の簡略化により、活動の計画・実施に使える時間を捻出す 
る。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
交通安全指導員会研修会数

100%



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

交通安全施設整備に対する地区要望実施件数

交通安全施設整備に対する地区要望実施率

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001459 重点事業区分 －

事務事業名 交通安全施設事業 所属名 都市整備部　道路課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る 道路法

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 施設管理

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

カーブミラー、道路表示等の交通安全施設

意図
（どのような状態
にするために）

交通安全施設の整備、改修を実施することにより通行者の安全を確保するため

手段
（どうするのか）

地区要望や施設の現地調査に基づき歩道の改良、区画線等路面表示の施工、交通安全施設（ガードレール、誘導 
ブロック、カーブミラー、反射ポール、デリニエーター）等の設置、修繕を行う

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 交通安全施設事業工事費 予算事業コード 01-07-02-04-01-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 
　歩道設置

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 
　歩道設置

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 
　歩道設置

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 
　歩道設置

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 
　歩道設置

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修 

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

・交通安全施設整備 
　区画線、防護柵補修

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 33,274 28,009 20,018 19,289 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 40,771 35,435 27,303 26,811 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,497 7,426 7,285 7,522 0

0 0

一般財源 33,274 28,009 20,018 19,289 0

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

地区要望対応件数

件
目標 50 50 50

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

50 50

実績 40 41 31 40 0

平成26年度 平成27年度

60 60

実績 100 100 100 100 0

（指標の説明）
地区要望実施率

％
目標 60 60 60

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】維持第１係、維持第２係 0857-20-3262、3263

【９次総の施策体系】3302

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２４９（都０４０）

【事業の概要】
　自動車、自転車、歩行者等の円滑かつ安全な通行を確保するため、歩道の改良、区画線
等路面標示の施工、交通安全施設（ガードレール、誘導ブロック、カーブミラー、反射ポ
ール、デリニエーター）等の設置、修繕を行う。

【事業の効果】
　区画線等路面標示の施工、交通安全施設（ガードレール、誘導ブロック、カーブミラー
、反射ポール、デリニエーター）等の設置、修繕

【今後の課題・方向性】
　現状を把握し計画的に修繕を行う。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
地区要望対応件数

80% 82% 62% 80%

2
地区要望実施率

167% 167% 167% 167%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
自動車、自転車、歩行者等の円滑かつ安全な通行を確保するため

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
自動車、自転車、歩行者等の円滑かつ安全な通行を確保するため

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
現状を把握し優先順位付けを基に計画的な修繕を行っているため

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
道路整備は、公道という性質上すでに公平であるため

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　　道路の交通安全施設の整備は、通行者の安全向上につながるものである。本事業においては、カーブミラー、反射ポールの設置といっ
た地区要望が多く、要望箇所を比較検討したうえで計画的に実施していく。また、現在は、事故が発生した際の道路管理者の瑕疵、責任が
問われるようになっており、交通安全施設の整備の重要性はますます増大していくものと予想。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

防犯灯新設数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 001456 重点事業区分 －

事務事業名 街路灯設置事業 所属名 都市整備部　道路課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 笑顔があふれ　心やすらぐまちづくり 事業期間 全期

政策 03 互いに協力し、くらしの安全を守る 　

施策 3302 防犯・交通安全対策の充実

事業分類区分 建設、整備

交通事故発生件数 624件 700件 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

街路灯、防犯灯

意図
（どのような状態
にするために）

夜間における市民の安全な通行を確保するとともに、更新時にはＬＥＤ化を推進するため

手段
（どうするのか）

設置、更新、取替を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 街路灯設置費 予算事業コード 01-02-01-11-11-01

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度

犯罪件数 1,773件 2,100件

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

・防犯灯の設置 ・防犯灯の設置 ・防犯灯の設置 
・防犯灯の取替

・防犯灯等の設置・更 
新 
・防犯灯の取替・更新

・防犯灯等の設置・更 
新 
・防犯灯の取替・更新

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

・防犯灯の設置 
　　１７９基

・防犯灯の設置 
　　１７８基

・防犯灯の設置 
　　１７４基 
・防犯灯の取替 
　　４２１基

・防犯灯等の設置 
　　　　２４０基 
・防犯灯等の取替・更 
新　１，２０７基

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 12,006 12,347 14,274 44,087 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 19,503 19,773 21,559 51,609 0

0

地方債 0 0 2,300 15,000 0直接経
費の財
源内訳

国・県 5,448 6,791 3,004 18,630

その他 0 0 1,748

人件費　Ｂ 7,497 7,426 7,285 7,522 0

2,533 0

一般財源 6,558 5,556 7,222 7,924 0

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

防犯灯等設置数

基
目標 165 165 165

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

270 165

実績 179 178 174 240 0

平成26年度 平成27年度

500 400

実績 0 0 421 1207 0

（指標の説明）
防犯灯等取替・更新数

基
目標 0 0 400

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】管理係 0857-20-3261

【９次総の施策体系】3302

【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１６５（都０３３）、６月補正・Ｐ２７（都０２２）
　　９月補正・Ｐ２５（都００３）

【事業の概要】
　防犯灯の設置により、夜間通行における踏み外し等の事故防止と、暗がり箇所を減少さ
せ、心理的な安心感をもたらすことで、犯罪予防効果の増大を図る。さらに、防犯灯をＬ
ＥＤ化し、ＣＯ２排出量の削減と電気代等の節減により環境にやさしく維持管理の容易な
照明を普及し、夜間の安全な通行を確保する。

【事業の成果】
　　・防犯灯等設置（交付金、起債）
　　　平成２３年度　　　１６５基　１２，００６千円
　　　平成２４年度　　　１７８基　１２，３４７千円
　　　平成２５年度　　　１７４基　　５，４６１千円
　　　平成２６年度　　　２４０基　　６，３８７千円
　　・防犯灯等取替・更新（負担金）
　　　平成２５年度　　　４２１基　　８，８１３千円
　　　平成２６年度　１，２０７基　３７，７００千円

【今後の課題・方向性】
　設置要望数が多いため複数年かけて設置しており、要望のある限り継続実施する。
　しかし、費用負担を過度に増大させないため、設置にあたり判断基準を設ける。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
防犯灯等設置数

108% 108% 105% 89%

2
防犯灯等取替・更新数

105% 241%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
夜間通行における踏み外し等の事故防止と、暗がり箇所を減少させ、心理
的な安心感をもたらすことで、犯罪予防効果の増大が図られるため

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
夜間通行における踏み外し等の事故防止と、暗がり箇所を減少させ、心理
的な安心感をもたらすことで、犯罪予防効果の増大が図られるため

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
防犯灯をＬＥＤ化することで、ＣＯ２排出量の削減と電気代等の節減により環
境にやさしく維持管理の容易な照明が普及でき、継続的に夜間の安全通行
を確保することができるため・事業の実施手法は効率的か

・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
継続的に夜間の安全通行を確保することができるが、取替によって地元の
維持管理費の抑制が図られるため受益者負担も必要だから

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

市民の安全で安心して生活できる環境の整備は行政の責務である。整備コストは行政負担だが維持管理費用は地元といった現制度下での事
業推進は、地域の自立性を高め、かつ防犯・防災意識の向上が期待される。年々治安に対する不安感が広がるなかで、安全・安心を確保す
るまちづくりの一環である本事業は継続して実施していく必要がある。


